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は
じ
め
に
　
二
〇
一
一
年
度
か
ら
、
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
の
編
纂
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
に
掲
載
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
回
（『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
四
三
巻
）
で
は
、
二
〇
一
一
年
の
一
〇
月
末
ま
で
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
記
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
回
目
に
あ
た
る
本
稿
で
は
、
引
き
続
き
、
昨
年
一
一
月
か
ら
二
〇
一
二
年
一
〇
月
末
ま
で
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
に
随
伴
す
る
早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
記
要
の
他
の
頁
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
編
纂
の
進
捗
状
況
中
川
和
明
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一　
編
纂
委
員
会
・
編
纂
専
門
委
員
会
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
一
）
二
〇
一
一
年
度
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
（
第
一
回
）
　
二
〇
一
一
年
一
二
月
九
日
、
二
六
号
館
三
階
第
三
〇
一
号
会
議
室
（
一
六
時
三
〇
分
〜
一
七
時
三
〇
分
）
に
お
い
て
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
一
一
名
で
、
欠
席
者
八
名
で
あ
る
。
こ
の
編
纂
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
回
の
『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
四
三
号
の
大
日
方
所
長
の
巻
頭
文
「『
百
五
十
年
史
』
と
早
稲
田
大
学
の
確
立
期
」
に
お
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
振
り
返
る
に
と
ど
め
た
い
。
　
ま
ず
、
協
議
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
、
編
纂
の
基
本
方
針
に
関
す
る
件
　
①
編
纂
準
備
委
員
会
報
告
を
踏
ま
え
、
②
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
年
史
を
目
指
し
、
③
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
二
、
百
五
十
年
史
お
よ
び
関
係
出
版
物
の
構
成
に
関
す
る
件
　
内
容
区
分
は
、
　
　
第
一
巻　
創
立
〜
戦
前
期
（
専
門
学
校
令
下
の
早
稲
田
）
　
　
第
二
巻　
戦
後
〜
一
九
九
〇
年
頃
（
創
立
百
周
年
事
業
ま
で
）
　
　
第
三
巻　
一
九
九
〇
年
頃
以
降
と
し
、
部
局
・
箇
所
に
つ
い
て
は
本
編
の
中
で
扱
う
こ
と
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。
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三
、
資
料
収
集
に
関
す
る
件
　
①
本
部
関
係
資
料
、
②
学
部
・
箇
所
関
係
資
料
、
③
校
地
・
建
築
関
係
資
料
、
④
個
人
資
料
な
ど
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
⑤
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
た
め
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
四
、
編
纂
日
程
に
関
す
る
件
　
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
三
二
年
ま
で
の
お
お
よ
そ
の
編
纂
日
程
が
確
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
年
表
風
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
二
〇
一
一
〜
一
四
年　
編
纂
の
準
備
。
　
二
〇
一
五
〜
一
九
年　
第
一
巻
の
執
筆
・
編
集
。
第
二
巻
以
降
の
準
備
。
　
二
〇
二
〇
年　
　
　
　
第
一
巻
の
校
正
・
刊
行
。
第
二
巻
の
執
筆
・
編
集
に
着
手
。
　
二
〇
二
一
〜
二
五
年　
第
三
巻
の
準
備
。
　
二
〇
二
六
年　
　
　
　
第
二
巻
の
校
正
・
刊
行
。
第
三
巻
の
執
筆
・
編
集
に
着
手
。
　
二
〇
二
九
年　
　
　
　
学
生
向
け
冊
子
・
写
真
集
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
編
集
に
着
手
。
　
二
〇
三
二
年　
　
　
　
第
三
巻
の
校
正
・
刊
行
。
学
生
向
け
冊
子
・
写
真
集
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
刊
行
。
五
、
専
門
委
員
の
委
嘱
に
関
す
る
件
　
新
た
に
真
辺
将
之
（
文
学
術
院
准
教
授
）
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
　
次
に
、
報
告
事
項
に
移
り
、
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
設
置
要
綱
の
一
部
改
正
の
件
や
、
早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
大
日
方
委
員
か
ら
早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
第
一
次
候
補
分
に
つ
い
て
、
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
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（
二
）
二
〇
一
一
年
度
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
三
回
）
　
年
が
明
け
て
、
二
〇
一
二
年
二
月
一
五
日
（
一
二
時
〇
〇
分
〜
一
三
時
四
〇
分
）
に
、
一
二
〇
号
館
五
Ｆ
事
務
所
に
お
い
て
二
〇
一
一
年
度
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
三
回
）
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、
浅
古
弘
、
沖
清
豪
、
真
辺
将
之
、
大
日
方
純
夫
の
四
名
で
、
議
事
に
先
立
ち
新
し
く
選
任
さ
れ
た
真
辺
将
之
委
員
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。
　
ま
ず
、
協
議
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
、
資
料
調
査
の
件
　
百
年
史
で
扱
わ
れ
て
い
な
い
百
五
十
年
史
第
三
巻
に
関
す
る
資
料
の
収
集
・
整
理
を
優
先
的
に
す
す
め
る
旨
の
説
明
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。
該
当
す
る
主
な
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
　
可
能
で
あ
れ
ば
冊
子
体
の
も
の
を
集
め
る
こ
と
。
教
務
部
が
所
蔵
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
の
元
に
な
っ
た
資
料
も
収
集
す
る
こ
と
。
②
設
置
基
準
大
綱
化
〈
一
九
九
一
年
〉
対
応
関
係
資
料
　
本
部
（
教
務
部
）
側
の
対
応
関
係
資
料
、
各
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
関
係
な
ど
に
つ
い
て
確
認
・
調
査
す
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
委
員
か
ら
各
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
に
つ
い
て
は
、
設
置
基
準
大
綱
化
の
影
響
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
外
の
要
因
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
吟
味
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。
③
大
学
機
構
関
係
、
学
部
・
大
学
院
関
係
な
ど
　
学
術
院
設
置
関
係
資
料
を
確
認
・
調
査
す
る
。
従
来
型
の
大
学
院
の
改
革
の
ほ
か
と
く
に
専
門
職
大
学
院
、
独
立
大
学
院
の
よ
う
な
新
た
な
型
の
大
学
院
の
設
置
に
関
す
る
資
料
を
確
認
・
調
査
す
る
。
ま
た
、
学
部
関
係
で
は
、
第
一
・
第
二
文
学
部
と
理
工
学
部
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が
大
き
く
改
編
さ
れ
て
い
る
の
で
、
重
点
的
に
確
認
・
調
査
す
る
。
さ
ら
に
、
研
究
セ
ン
タ
ー
・
附
置
研
究
所
関
係
の
資
料
を
確
認
・
調
査
す
る
。
委
員
か
ら
、
設
置
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
展
開
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
も
確
認
・
調
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
④
学
校
・
附
属
・
系
属
関
係
　
附
属
・
系
属
関
係
資
料
の
確
認
・
調
査
を
図
る
旨
、
関
係
者
の
座
談
会
を
開
い
て
話
を
聞
く
旨
の
説
明
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。
⑤
施
設
・
建
設
関
係
　
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画
部
に
問
い
合
わ
せ
、
施
設
・
建
設
関
係
資
料
の
確
認
・
調
査
を
図
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。
⑥
そ
の
他
　
他
大
学
と
の
関
係
（
例
え
ば
東
京
女
子
医
科
大
学
と
の
関
係
な
ど
）
に
つ
い
て
調
査
を
図
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。
二
、
聞
き
取
り
調
査
の
件
　
第
三
巻
編
纂
準
備
の
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。
具
体
的
な
段
取
り
に
つ
い
て
は
、
大
日
方
委
員
長
と
真
辺
委
員
が
決
め
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
委
員
会
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
裏
付
け
る
証
拠
が
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
か
、
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。
三
、
構
想
・
構
成
の
件
　
専
門
委
員
会
の
下
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
メ
ン
バ
ー
は
大
日
方
委
員
長
・
真
辺
委
員
と
、
事
務
局
の
檜
皮
・
伊
東
・
中
川
の
計
五
名
）
を
作
っ
て
、
①
百
五
十
年
史
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
②
百
年
史
と
百
五
十
年
史
第
一
巻
・
第
二
巻
と
の
対
応
関
係
の
洗
い
直
し
、
③
百
五
十
年
史
第
三
巻
の
骨
組
み
、
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
次
回
の
編
纂
専
門
委
員
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。
四
、
そ
の
他
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委
員
か
ら
、
西
原
│
小
山
総
長
時
代
の
全
学
審
の
議
事
録
がCA
M
PU
S N
O
W
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
会
議
の
記
録
は
テ
ー
プ
に
と
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
テ
ー
プ
の
確
認
・
調
査
が
必
要
で
あ
る
旨
の
意
見
が
あ
っ
た
。
　
ま
た
、
報
告
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
、
早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
件
　
担
当
者
か
ら
、
予
定
し
て
い
た
一
〇
〇
人
の
う
ち
最
初
に
五
〇
人
分
を
作
成
し
、
演
劇
博
物
館
の
サ
ー
バ
を
借
り
て
ア
ッ
プ
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
旨
、
報
告
が
あ
っ
た
。
二
、
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
の
目
録
化
の
件
　
担
当
者
か
ら
、
案
件
リ
ス
ト
と
添
付
資
料
と
の
対
応
関
係
を
調
査
中
で
あ
る
旨
、
お
よ
び
回
収
資
料
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
旨
、
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
委
員
か
ら
本
部
に
あ
る
昭
和
五
七
年
以
降
の
資
料
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
た
め
、
法
人
課
と
の
折
衝
が
必
要
で
あ
る
旨
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
三
、
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
件
　
担
当
者
か
ら
、
広
報
課
よ
り
移
管
さ
れ
た
戦
後
の
写
真
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
委
員
か
ら
、
教
職
員
の
肖
像
、
学
費
学
館
闘
争
、
来
校
著
名
人
の
写
真
な
ど
の
扱
い
に
問
題
が
残
っ
て
い
る
旨
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
四
、
作
業
用
年
表
作
成
の
件
　
担
当
者
か
ら
、
百
五
十
年
史
編
纂
の
予
備
作
業
と
し
て
作
業
用
年
表
を
作
成
中
で
あ
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
作
業
用
年
表
は
総
長
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
重
要
事
項
を
年
表
に
記
入
し
て
い
く
と
い
っ
た
方
法
で
作
り
始
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
基
に
、
百
五
十
年
史
の
柱
立
が
出
来
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
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（
三
）『
百
五
十
年
史
』
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
発
足
　
先
の
編
纂
専
門
委
員
会
の
際
に
、
専
門
委
員
会
の
下
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
四
日
（
九
時
三
〇
分
〜
一
一
時
間
三
〇
分
）、
一
二
〇
号
館
五
Ｆ
事
務
所
に
お
い
て
『
百
五
十
年
史
』
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
開
か
れ
た
。
出
席
者
は
大
日
方
委
員
長
・
真
辺
委
員
の
二
人
と
事
務
局
で
あ
る
。
協
議
事
項
は
、
①
『
百
五
十
年
史
』
の
構
想
・
構
成
、
②
資
料
調
査
・
収
集
、
③
聞
き
取
り
調
査
の
三
件
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
報
告
事
項
は
、
①
早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
②
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
目
録
化
、
③
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
④
作
業
用
年
表
の
作
成
の
四
件
で
あ
っ
た
。
新
し
く
嘱
任
さ
れ
た
真
辺
委
員
と
、
最
近
の
百
五
十
年
史
編
纂
準
備
の
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
も
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
一
一
月
一
四
日
に
開
催
さ
れ
る
編
纂
専
門
委
員
会
の
準
備
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
。
本
年
一
二
月
一
一
日
に
は
二
〇
一
二
年
度
の
編
纂
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
二　
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
保
管
の
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
の
目
録
化
作
業
　
先
に
述
べ
た
二
〇
一
一
年
度
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
三
回
）
の
報
告
事
項
に
あ
っ
た
理
事
会
・
評
議
員
会
・
維
持
員
会
資
料
目
録
化
の
そ
の
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
一
時
的
に
保
管
し
て
い
る
も
の
は
、
　
①
理
事
会
資
料
　
　
　
数
量　
一
三
六
冊
（
製
本
一
三
四
、
仮
綴
二
）
　
　
　
表
題　
『
理
事
会
決
議
録
』、『
理
事
会
要
録
』、『
理
事
会
記
録
』
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年
代　
大
正
一
〇
年
一
月
〜
昭
和
五
七
年
度
　
②
評
議
員
会
資
料
　
　
　
数
量　
九
〇
冊
（
製
本
九
〇
）
　
　
　
表
題　
『
評
議
員
会
決
議
録
』、『
評
議
員
会
記
録
』
　
　
　
年
代　
昭
和
二
六
年
度
〜
同
五
七
年
度
　
③
維
持
員
会
資
料
　
　
　
数
量　
一
八
冊
（
製
本
一
五
、
仮
綴
三
）
　
　
　
表
題　
 『
維
持
員
会
決
議
録
』、『
維
持
員
会
決
議
書
綴
』、『
維
持
員
会
議
事
録
』、『
維
持
員
会
々
議
録
』、『
維
持
員
会
報
告
』、『
維
持
員
会
要
録
』、『
維
持
員
会
通
知
及
報
告
書
綴
』、『
維
持
員
会
記
録
』
　
　
　
年
代　
明
治
四
〇
年
四
月
〜
昭
和
二
五
年
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
決
議
録
は
他
の
記
録
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
目
録
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
案
件
名
を
入
力
済
み
で
、
只
今
、
添
付
資
料
名
を
追
加
し
て
い
る
途
中
で
あ
る
。
こ
の
添
付
資
料
名
の
入
力
の
際
、
教
員
を
中
心
に
人
名
を
適
宜
、〔 
〕
で
追
加
し
て
検
索
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。
新
規
職
任
・
海
外
出
張
・
叙
勲
・
死
亡
等
の
場
合
に
、
人
名
を
補
っ
た
の
で
あ
る
。
②
は
案
件
名
の
み
入
力
済
み
で
、
③
に
つ
い
て
は
案
件
名
を
入
力
し
て
い
る
途
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
録
は
、
百
五
十
年
史
第
二
巻
の
編
纂
の
際
に
役
立
つ
も
の
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
保
管
し
て
い
る
分
は
本
部
資
料
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
他
の
資
料
も
目
録
化
す
れ
ば
た
い
へ
ん
便
利
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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三　
早
大
全
教
員
の
氏
名
を
把
握
す
る
こ
と
　
東
京
専
門
学
校
・
早
稲
田
大
学
の
全
教
員
の
氏
名
を
遺
漏
な
く
把
握
す
る
こ
と
は
、
意
外
に
難
し
い
。
こ
れ
は
百
年
史
段
階
か
ら
の
懸
案
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
以
前
、
大
学
史
編
集
所
時
代
に
教
務
課
移
管
の
大
学
文
書
を
目
録
化
し
て
い
た
頃
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
一
言
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
公
刊
さ
れ
た
「
教
員
就
退
任
お
よ
び
担
当
科
目
」
の
リ
ス
ト
を
あ
げ
れ
ば
、
①
「
講
師
就
退
任
お
よ
び
担
当
科
目
（
明
治
十
五
年
十
月
〜
三
十
五
年
八
月
）」（『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
一
〇
三
〇
〜
一
〇
四
一
頁
）
②
「
教
員
就
退
任
お
よ
び
担
当
科
目
（
明
治
三
十
五
年
九
月
〜
大
正
九
年
三
月
）」（『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
二
巻
一
一
八
三
〜
一
二
〇
六
頁
）
③
「
教
員
就
退
任
お
よ
び
担
当
科
目
（
大
正
九
年
四
月
│
昭
和
二
十
四
年
三
月
）」（『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
八
二
二
〜
八
八
七
頁
）
④
『
早
稲
田
大
学　
教
員
就
退
任
お
よ
び
担
当
科
目
（
一
九
四
九
年
四
月
│
一
九
八
三
年
三
月
）』（
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）
と
な
る
。
か
な
り
の
労
作
で
あ
る
が
、
教
員
の
氏
名
が
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
か
ら
漏
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
全
教
員
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
大
教
員
の
全
貌
を
多
角
的
に
解
明
す
る
道
が
開
か
れ
る
は
ず
で
あ
る１
。
将
来
の
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
に
と
っ
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に
　
以
上
、
最
近
一
年
間
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
か
ら
二
〇
一
二
年
一
〇
月
末
ま
で
）
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
　
特
に
、
百
五
十
年
史
の
全
体
構
成
が
固
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
な
前
進
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
完
成
し
た
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
百
年
史
が
全
八
巻
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
百
五
十
年
史
は
全
三
巻
で
あ
る
。
全
体
の
頁
数
は
百
年
史
に
比
べ
て
か
な
り
少
な
く
な
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
密
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
は
じ
め
周
辺
部
分
を
広
く
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。
　
新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
真
辺
委
員
は
、
以
前
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
百
五
十
年
史
の
準
備
に
深
く
関
与
し
て
き
た
。『
東
京
専
門
学
校
の
研
究　
「
学
問
の
独
立
」
の
具
体
相
と
「
早
稲
田
憲
法
草
案
」』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）
の
著
者
で
も
あ
り
、
適
任
と
い
え
る
。
氏
は
三
十
代
で
あ
り
、
百
五
十
年
史
の
完
結
ま
で
力
を
注
い
で
も
ら
え
る
も
の
と
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
新
し
く
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
た
。
編
纂
委
員
会
、
編
纂
専
門
委
員
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
各
段
階
が
実
際
に
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
編
纂
に
向
け
た
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
二
〇
一
二
年
度
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
役
の
教
職
員
を
対
象
に
百
年
史
の
残
部
を
頒
布
し
た
が
、
か
な
り
の
反
響
が
あ
っ
た
。『
早
稲
田
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』
に
連
載
さ
れ
て
い
る
「
早
稲
田
に
歴
史
あ
り
」
も
好
評
の
よ
う
で
あ
る
。
自
校
史
に
対
す
る
潜
在
的
な
関
心
の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
百
五
十
年
史
の
完
結
を
待
ち
遠
し
い
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
　
あ
る
人
が
、
理
想
的
な
歴
史
書
に
つ
い
て
、「
専
門
的
で
あ
り
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
、
包
括
的
で
あ
り
な
が
ら
、
細
部
を
描
き
、
制
331
度
を
書
き
な
が
ら
、
そ
の
中
で
生
き
た
人
物
の
顔
ま
で
見
え
る２
」
も
の
と
述
べ
た
と
い
う
。
し
ば
し
考
え
さ
せ
ら
れ
た
が
、
校
史
の
場
合
も
同
様
な
の
で
は
な
い
か
。
百
五
十
年
史
が
そ
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
否
か
は
、
今
後
の
準
備
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
註（
１
）　
「
教
員
就
退
任
お
よ
び
担
当
科
目
」
を
見
て
い
る
と
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
著
名
人
が
教
壇
に
立
っ
て
い
た
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
二
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
小
柴
昌
俊
が
昭
和
四
〇
年
度
の
後
期
か
ら
一
年
間
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
理
工
学
部
で
物
理
学
の
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
２
）　
松
方
冬
子
『
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
』（
中
公
新
書
二
〇
四
七
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
二
〇
四
頁
の
あ
と
が
き
を
参
照
。
